
信

特定非営利活動法人

在宅支援グループ みんをの手
〒5 0 7 - 0 0 1 6
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ご材者乙吾・班
二才渇|ミ合 わ乏て塚後、ヽ貴Lォう,

会員 になっていただけませんか 》

みんなの手は会員制で、年会費2000円 をいただいて運営につかわせていただ

いています。会員の方は自主サービスもご利用になれます。更新の時期になりました。

どうか、よろしくお願いします。会費は振り込みもしていただけます。

[郵便振替]NPO法 人 在宅支援グループ みんなの手 00880-7-87268

テ年ゎrモ寒滋すです
グループができて8年めになります。いい出会いとラッキーに恵まれて

継続できることに心から感謝しています。

お忙しいところ恐縮ですが、ぜひ、総会へ来ていただけませんでしょうか。

総会の資料は連絡をいただければお届けしますので、よろしくお願いします。

のごヽ珠肉
(と き 〉平成 19年 5月 20日 (日)

(ところ〉みんなの手 多治見市金岡町 2-34-2

電話(0572)24-3798 ご 慰 23-8854

30～ 10:20 第 6回 通 常 総 会

20～10:40 デ イサービスの厨房で作モ

40～11:00 ア トラクション

その1 大 池&宮

フで浮もォ貿賜してく小rてrθlギの方ふ、たり,
Iえtiかがさゃヾ かヽおヽク女しrこ②

00～12:00 ア トラクション

その2二 離1の演奏 アジア胡琴音楽院 勝川教室

汐 「丘を越えて」「みかんの花咲く丘」「知床旅情」「ふるさと」

「蘇州夜曲」「昴(すばる)」「エーデルワイス」「□一レライ」など

|ぞヤ園の
いうψ を

案体 でヽ稼然 毛幹プrtブ て

一/一



態赫ィとと癒歓さぇ婦議議会 晶 /ジが ｀
音あ げ

Hざ
し、まし押窃

υ υ υ υ υ υ υ υ υ υ υ υ υ υ

3用 11日 (田)13時半～総合福祉センター4F大 会議室において、「かつたか地域の大家族」―富出型デイサ

ービスの 13年一 と題と、「このゆびと一まれ」代表、惣万さんの議茂が行われました.当 日は 227名 の方にご

参加いただき、惣万さんの楽しいお話に会場は終始笑いに包まれました 1皆さんの感想をご紹介 し支す谷

晶等し奮がラ鶴後でや絶たぃとプ強をイ虜じて
↓,

も｀

「=

ギ
｀

, Fと
イl i

私
l二

!よ

お

石肝
1努
を
tタ
て
しヽ

ヤ
~

デイト、

角を

♂)

私
|ま

出!

ン魏控もら奪漁議籍顕
イ!政に鵬わる″、は ||々 「l10す と)に|よEに」がい ります

~J「
△△"方 とか呑|1用

てき長せムノ」年 と,芋つている.所4:| |モ)1出1い合わせ(オ)電話に 「それは助成げ)対

ちよ:外ですt!上 答えたら '何1/Pための イX制 度や |」 と13とられたt何 にで t,

絶 K!」 と言えたら、私だつて どんず求十二キな ことかi し力ヽ し、た号しヽ津ださせて

いただヤするなら、持 さ人フからお預かりしている税企、保険常を人事に公平に付【

う|二十=壌準があって、手順があるて 十 いとこらである`

しか し、惣 ブ丁さんが 「f_F、たち,ょ今 ||の1人、を救 うけど、明 11の100人を救 う

の!i行政だ |と 話されたの ご、私!よケ ヒJ■われたr話 渡会の十と、「明 11の 100

人を救うためにド11)|ま何ができるたろうtJと 考えた4椿 え1宝()ちろえメ芸だ出

ていない.程、キ,家に'有iれ!ず一市民で、 い親で、 利 用拓である 今 は育メどにり|

け岸れるが、t)うすぐ親17j介護が始まる年代である.iブ|||ヴ〕10(〕A,を救 うエ

とができるように、「生げ)FFを開く耳、感 じるにヽを常にⅢⅢっていたい|!そ して、

「実行する力を付けるよう舛力したい ,と 思 う|| 1々

「みノレなの 子」さム′げ)、子づくりで斗〔敵な誰演会に参)】1させていただいたお

陰で、元気をヤ)r)ぃ★した 浄)りがとうございました,ま た、今il月のような烹

口lf′,しい往問をt夕て ください.1と'1:参力「|させていただきた_いと世いますt

惣 力さんt′)お話を聞tすて史ん卜つた4感想はきr)なく!伊)

。)ますが、 1つ のことを革き女すr

ひとつは、「このゆび上一まれ」で千取りをした方が

「党IFiを決めて」夕rを受|十人力1たエヒツー ドに心動かさ

れました、できれば私(,いる/しなア、進と ム緒に老いと'ヒ

き安l十人れたい、rfぃ持た′,に科、いといと死を見せてや

りたい、そノレな風に生きてi!こうと党格を決めました‐

もう 一つは、惣 可さんンがホ 1年の理念 「明と1グ)100

代より今riす)1人 」をi!|にされた事です.時 代が変わつ

てく,、受li和米がれるt)めはなわらない♂)だ、という思い

ti胸か|ド なりよした そして 市|||わ式(アつ持典たi、が、

キナち二F,ti ll:′|とオている工とti胸か ときおきました |!|

'舛),市f'ど、載 ,7)r),ュi rl、イナ!政!)耐1)とできるをいと夕との

と■卒か実現できる事を|liじてい長→
~ 京

時らしい全

をありが とうございました  (策 助会真 岬 1 洛 1・)

り
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し
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ご
持
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間
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れ
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／
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イ
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．
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あ
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、
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浮
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だ
の
は
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何
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徳人劇
眠
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事
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っ
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た
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で
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し
く
、

胸
が
ウ
キ
ウ
キ
し
ま
し
た
を

そ
ん
な
気
持
ち
で
参
加

整抑　”ヤ輛部」神，吐一声鳴抑勲中巾幅鋤藤虐針ｆ問拭ャ挽人門関係の中で人は市
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人
保
健
施
設
ス
々
ッ
プ
　
林
】
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～
督茎 hへ 研修にマ青つてきました～

ヨ円24(土)・25(日)ス タツワ8名 (日帰し'J名 、泊し'5名 )で

富山型デイT―t ス`にぎやめ` 10同年記aイ ベント&わ つ`ば鷹(第2のにぎや力`)見学

+ 惣 石住代子さんの
“
このめびと一まれ

"も
見学させてもらいました。

24日の記念フォーラムでlat

*惣石さんとともに「菖山型デ付―tⅢス」を宜ち上げた西間融表さんが経緯や現状`展望を

*介護界の六御所口三好奮幡]さんaぜ 『無意識の豊かさ』『介護とは、いかに老人にふりまわされるか』

*分護技術の魔術師B青山華広さんが 『どんな人にも当たり前の分護を』(実技も交えて)

*にき
い
や/」Hスタッ7・なつちゃんによる 『スタツフのな首』

として最後に
“
にぎやつ`

"代
ま 阪 井由佳子さんによる

“
にぎやか

"と
にぎやかとともに関わつてきた

人々に対する思いを

夜の部の懇規会(実はにぎやかブラボーパーテイー)で1ど

富山県や富山市の偉い人も、高齢者も障がい者も六人も子供も、スタツフも添」用者さんも歌い、踊り

文字通し)にぎやかなパTテ イーに?1

最後に示J用者・スタツワみ～んなが
｀
軽含に上a つゞている時、イプライズブレゼントで

“
にぎやか

"の
歌わゞ・・・

舞含を見つめる阪祥さんの顔め`とてもこ口象的でした。

左の言票が
“
にぎやわ`

"の
手ランにあ|)ます。

阪井さん回く、『初めから、最後まで看駅ると

思つてがたばつてきたわけではなく、関わつて

いくうちに自然に思うようになつた。

最後まで看るつて、すつごく重たいことだよ

でも、ほつとけたわドよ』

セう吉つた阪キさんの眠養しわせ真つ直ぐ前を

向いているように感じました。

翌日に
・
にぎやか

"さ
んを訪れましたが、そこには前日のフォーラムや′ヽ

°
キイのビ予

｀
オを家族のように崇まり、

顔を寄せ宙つて観ている奎が
1あ

りました。

まだ/f一プン前で、生活感が感じられなつ`つた高級脈館のような
“
わ`つ|ざ庵

"も
どんな空気が流れるか楽しみです。

急還、見学させていただいた
“
このめび

"さ
んでも、非日常で|どなく、特別ではない日常の時間を一緒に

過ごさせていただきました。   そ れぞ漁のスタツフが色々なことを感じ、者えた研修でした。

死
ぬ
ま
で
面
倒
み
ま
す

あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
ま
す

い
い
か
げ
ん
で
す
ん
ま
せ
ん

求R離

rスタツフの感想あれこれ

『付き添つているのではなく、爵り添つているのだ8あ つて思つた』

『排泄や食事の世話は介護の作業で、最後に奇り添うことわ埒 護だなぁ
と体必、1こギャ革そ̀千

(文
とあ :スタwリ カ象セ生)           に イレの一一サ島島ゴ
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一べてるの家 研 修報告一

(多円十年■5.1は日 2治 ろ国の炊 //)

前回の通信で紹介 させていただいた 「べてるの家」介 4人 で行つてきま した !

※べてるの家とは統合失調症など精神障がいを

経験 した 。している人達が、事業などをしながら

共に生活している所です。

北海道浦河町

tよ、■コてⅢへす

「どんな所やろ?」 「何をしたらいいんやろ?」不安と期待で ドキ ドキしながら 「べてるの家」に到着。

二階の事務所の ドアを開けると、たくさんの人'人 :・ ・誰がスタッフなのか、当事者の方なのか、さ

つぱりわか りません。

Mrべ てるの早坂さんからオ リエンテーションを受け、その後 SST(生 活技能計十練)・事業 ミーテ

ィング ・浦河 日赤病院のデイケア ・「べてるまつり」の会議 ・金曜ミーティングの参カロ・作業所見学 ・

共同住居 ・ショップでの交流などで、 2日 間は、あつ―――という間に過ぎてしまいました。

考】ウを
三階の事務所の ドアを開けた時から、私たち4人 はずつと笑ってい

た気がします。何が起こるかわからない。問題が起きてあたりまえ。

それでいいんだ、というあたたかい空気。

問題が起きないように、と先回りをしてしまう・・。そんな自分を

考えさせられました。

としヽえa毛のtよ
あるのギちつつ`…Ⅲ

t紳

00９
田

べてるで暮 らしたい

私がいなくなったら、北海道ヘ

行つたと思つて～
 ぐ 午採捧

1/1⇒

すく
Ⅲ
rく蘇ッタンの

ニックネームを
ヮけてもうえr3

こたFが
｀
テ乾】ぜ夕主→`

｀

之
い
オA l 1 6  rオ, _ _

パとこずし、ぃ夕
｀
と

空 手たよゼ
.す

女とめ:スタv夕 ぬ回 (ニヤクわム て好う

絶

参ヵ口Lkスタッフの

ぞ!今息K・・す。
べ
て
る
の
家
の
理
念
に
限
り
ま
す
。

・
安
心
し
て
さ
ぼ
れ
る
職
場
作
り

・　
弱
さ
を
き
ず
な
に

。
偏
見
差
別
大
歓
迎

・
場
の
力
を
信
じ
る

・

三
度
の
飯
よ
リ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
な
ど

婦
長認

知
症
の
人
達
も
同
じ
な
ん
だ
。

そ
の
ま
ま
で
い
い
。

何
か
し
な
く
て
も
い
い
ん
だ
。

と
思
っ
た
ら
楽
に
な
っ
た
。

あ
り
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る
居
場
所

が
大
切
だ
な
あ

看
板
娘

たくさんの苦労や弱 さがあつても、受

ヤナ止めてくれる仲間がいるつていいよ

なあ。          母

一チー



みん電子軸 互カ デイサービスがわら願

■旨
ヂ

森
ど'

f卜
ア`

赫 偽鶏ん 軽 ピ
4んプfげ)干に、2才 の女の 1とが来てくれましたィ

二千11ナ+3子の方 |々ま、「力耕,いい 1」 と、順番にひさび)|ェ|二抱っこしてくオしたり、

父字の時|ま食べさせてくれたりします

だ九′ナゴん1,オしてくると. 生ひ)rが 斎|せくなるブ)を

二
｀
利サliなさんが生tづいて、たかしつ|づ

‐
てくれるようになりました

i小んな〔′)手にオ(夕持めたころは、主だケ|すない)材t態てしたが、

地れ:ほつか去ヤ,立ちから、つたいサ)Rきで、どこ力・ヽ 行つて[フ長とヽますと

そ鷲1をみん本でヒヤヒヤしながら造つかtすています″女の Fが来てくれる||キ|よ、

そ ん

才jい し, 1ヽ些声ギ判1/hデイ
▼サーービスのごはん,

4人 .71肘ル'スタツプが、ヘルナ、一の仕中t)こな

しな力す)、行t il′亡セ 込めて作っています.

・教

電

Ｆ理

を

た
∬

教

る

閉

っ

歓
旨

篭
寄
鴫

ゴ

一
年
ほ
ど
前
か
ら
、

鳩
曜
＝
デ
イ
の
利
用
市

の
ち

々
と
、

歌
を

連
し
て
許
り
合

つ
た
り
、

歌

つ
た
り
、

４
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
機
会
を
頂
き
ま
し
た
、

ス
タ

ッ
フ
の
方
が
用

，
む
し
て
下
さ

つ
た
、

七
雨
明
歌
先
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謡

山
集

の
一
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を
、

利
用
■

の
方
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い
い
か
い
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て
、

――
に
上
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っ
た
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格
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っ
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卜、

格
さ
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そ
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ぞ
れ
の
思

い
や
好
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あ
り
、

い
る
い
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な
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を
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、

じ

つ
と
歌
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蛇

つ
め
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い
る
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も
み
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ま
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．

カ
ラ
オ
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を
搬
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た
お
、

詩
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先
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し
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方
、

ダ
デ

ヤ
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や
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声
や
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手
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タ
イ
ミ
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ダ
よ
く
人
れ
る

方
、

強
さ
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の
ビ
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思
い
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れ
る
方
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を
，

歌
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思
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や
季
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の
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、

持

の
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学
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こ
と
な
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、

歌
は
様

々
な
話
題
を
提
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し
て
く
れ
ま
キ

歌
た
話
に
花
が
咲
き
、

雑
設

の
よ
う
な
ひ
と
と
き
で
十
が
、

制

帆
者

の
方

々
と
、

歌
た
ち
に
は
融
で
す
ご

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す
一　
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レ
炊
キえ
の
チ
純
卜
泥
け
景
に
た

一
月
十
九
日
、

お
あ
し
す
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
、

小
泉
中
学
校
二
年

一
組
の
生
徒
さ
ん

達
の
慰
間
で
、

合
唱
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

私
の
主
人
も
週
二
回
お
世
話
に
な

つ
て
お
り
、

そ
の
折
に
二
名
の
生
徒
さ
ん
か
ら
、

心
温
ま
る
お
手
紙
を
も
ら

つ
て
き
ま
し
た
。

手
紙
に
は
、

勉
強
や
部
活
の
間
に

一
生
懸
命
練
習
を
し
、

歌
は
私
達
の
財
産
で
あ
る
、

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

文
章
も
文
字
も
可
愛
ら
し
く
、

イ
ラ
ス
ト
も
中
学
生
で
こ

ん
な
に
素
敵
に
書
け
る
な
ん
て
驚
き
！

私
は
元
気
を
も
ら
い
、

感
動
し
、
う
れ
し
く
て
涙
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

二
人
の
息
子
た
ち
は
今
四
十
代
。

中
学
は
小
泉
中
学
を
卒
業
し
て
い
ま
す
。

中
学
時
代
は
、

共
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
活
で
、

試
合
の
時
に
な
る
と
、

ユ
ニ
ホ
ー
ム

や
泥
ま
み
れ
の
大
き
な
靴
を
洗

っ
た
こ
と
が
、

つ
い
こ
の
間
の
様
な
気
が
し
ま
す
。

思
い
き

つ
て
、

私
も
生
徒
の
皆
さ
ん
に
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。

「本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

勉
強
や
部
活
、

ま
た
、

夢
に
向
か

つ
て
頑

張

っ
て
下
さ
い
」
と
。

利
用
者
家
族

（
Ｓ

・
Ｙ
）

ヶ
フ
マ
外ヽ
トノ
ィ
Ｉ
Ｙ
ｔ
て

之
あ
「
〃
卓
家
―‐
竹
マ
ス
す

―
力
え
行
，
４
〉，

おまtうぁ「登↑名念&岳曇酷≧属暫彗智留飛暫ど予
て
誌蟹豚留啓智希が堂々として落ちつしヽ

手 添QIて
いてヽお話が上手になってたわ … ・」と言つてました。

と、いうことは、すっと前は、オ ドオ ドしてて、落ちつきがなくて、お話が下手

だつたんですね。野田さんは、進化するみんなの手、バンザーイ !(利 用者家族)

賛助会員の浅田さんと、 ITに 詳しい藤田さんのおかげで、数年ぶりにソニューアル !

ぜひ、見て下さいね。「みんなの手」と検索しても出てこないかもしれません。

面倒でも、ア ドレスを入れて下さい。音声入 りですよ。

http7/www12.ocn,ne,jp/～Ininanote/

傘 タッフ紹介〉

/
ヤ t女テrレダ上 でtチ

ホーム梓ジ・やっ4柔葬竹てt奮よじ後。

みんなの手、三年目突入。介護、というよりは、

仲間や和J用者さんとの関わりを楽しみながら、仕

事をさせて頂いています。

仕事でありながら、「ありがとう」と声をかけて

下さることにおごらず、少しでも寄り添える様、

努力したいと思つています。(丹羽静和)

齢集後謝
予報とは違つて、今年の桜は、本当

に長 く私達の目を楽 しませてくれま

した。私は、この季節が大好きです。

(花粉症さえなければ ・・・)

新年度も、みんなの手をよろしくお

(樋口)願い します !


